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DISPERPLAST-1180

DISPERPLAST-1180
フィラーおよび可塑化PVCドライブレンド用低揮発性および無溶剤型湿潤分散剤

製品データ

組成
濡れ性を示すカルボキシル基を有する誘導体 

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格値ではございません。

酸価: 32 mg KOH/g
比重 (20℃): 1.03 

用途

PVCドライブレンド

特長
PVCドライブレンドの加工時:

•	 樹脂加工性を改善 
•	 迅速な融合時間およびゲル化スピード 
•	 溶融原料の良好な分散性 
•	 溶融強度の増加 
•	 既定の加工条件下でフィラー添加量の増加が可能 
•	 溶融粘度の低下による溶融原料の熱応力の低減 
•	 メルトインデックス（MVR=メルトボリュームレイト）の大幅な増加   

最終製品への効果:

•	 破壊時の伸び率の増加 
•	 引張強度の低下にょる可塑剤添加量の低減が可能 
•	 より滑らかな表面(高光沢)により、ラミネート特性が改善 
•	 フィラー添加量の増加あるいはより粗いフィラーの使用による配合コストの削減が可能  

推奨添加量
DISPERPLAST-1180はLVTなどのカレンダー仕上げおよび押出PVC用フィラーおよび可塑化PCVドライブレンドに最適
です。
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推奨添加量
フィラーに対して添加剤として0.3-2 % 

DISPERPLAST-1180の最適添加量は主に、フィラーの種類および粒径により決まります。粒径が小さいほ
ど、添加剤の必要添加量は増加します。

上述の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。 

過剰添加は避けてください。

添加方法
本添加剤はドライブレンド製造時およびコンパウンド化のいづれの段階でも添加することができます。 
その他に、PVC、フィラーなどの固形分に直接、添加することもできます。
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